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特集

考
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
起
こ
る

　

災
害
に
は
２
つ
と
し
て
同
じ
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。
普
段
の
生
活
で
は
考
え

ら
れ
な
い
こ
と
が
起
こ
る
の
が
災
害
で

す
。

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
地
震
は
、
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9.0
と
い
う
国
内
観
測
史

上
最
大
級
の
地
震
で
し
た
。
そ
し
て
地

震
に
よ
る
揺
れ
だ
け
で
な
く
、
大
津
波

や
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
誘
発
す
る

な
ど
、
広
範
囲
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ

し
ま
し
た
。

　

い
ま
だ
行
方
不
明
者
も
多
く
、
被
害

の
全
容
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
部

分
も
あ
り
ま
す
。
多
く
の
人
々
が
一
瞬

に
し
て
大
切
な
家
族
や
財
産
を
奪
わ
れ
、

避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

　

こ
の
よ
う
に
災
害
は
思
わ
ぬ
と
き
に
、

予
想
も
し
え
な
い
状
況
で
や
っ
て
き
ま

す
。
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、
被
害

を
少
し
で
も
軽
減
す
る
た
め
に
は
、
一

人
で
も
多
く
の
人
に
防
災
対
策
を
実
践

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

些さ

細さ
い

な
こ
と
で
も
、
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。
自
分
自
身
や
大

切
な
家
族
を
守
る
た
め
に
、
防
災
対
策

を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

危
機
管
理
室
☎

30-

６
１
５
０
番
、　

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１

３
９
８
番

▲東日本大震災で被害を受けた住宅地や、避難所での生活の様子（被災地で支援活動をした彦根市職員が３月に撮影）

いざというとき 力になる

日 頃 の 備 え

　

５
月
21
日
〜
27
日
に
、
福
島
県

郡こ
お
り

山や
ま

市
に
あ
る
避
難
所
（
ビ
ッ
グ

パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
）
で
、
全
国

各
地
に
避
難
さ
れ
て
い
る
住
民

の
情
報
（
安
否
確
認
、
避
難
先
、
連

絡
方
法
、
罹り

災さ
い

証
明
発
行
の
有
無
な

ど
）
を
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
し
ま
し

た
。
住
民
情
報
は
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
に
活
用
さ
れ
る
た
め
、
慎
重
か

つ
丁
寧
な
作
業
に
努
め
ま
し
た
。

　

私
が
支
援
活
動
に
派
遣
さ
れ

た
と
き
は
、
ま
だ
ま
だ
不
自
由
な

生
活
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、
避

難
者
に
は
食
事
や
お
風
呂
が
提

供
さ
れ
、
仮
設
住
宅
の
建
設
も
始

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
地
震
発
生
直
後
の
被

災
地
で
は
、
電
話
が
つ
な
が
な
ら

な
く
な
り
、
家
族
と
連
絡
が
取
れ

ず
、
不
安
な
日
々
を
過
ご
し
た
人

が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

普
段
か
ら
災
害
が
起
こ
っ
た

と
き
の
こ
と
を
家
族
と
話
し

合
っ
て
お
く
こ
と
が
、
本
当
に
大

切
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
食
料
品
や
水
な
ど
物
資

の
調
達
に
た
い
へ
ん
苦
労
さ
れ

た
よ
う
で
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き

に
困
ら
な
い
た
め
に
も
、
非
常
持

出
品
を
準
備
す
る
な
ど
し
て
、
防

災
対
策
に
取
り
組
ん
で
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

■
□　

被
災
地
で
支
援
活
動
を
し
た
職
員
の
体
験
談　

□
■

普
段
か
ら
話
し
合
い
、
準
備
す
る
こ
と
が
大
切
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
活
環
境
課
　
小
川
　
俊す

ぐ
る

防
災
意
識
を
高
め
、
防
災
対
策
を
実
践
し
よ
う

携帯ラジオ、懐中電灯、医薬品などを準備している

近くの学校や公園など避難する場所を決めている

食料や飲料水を準備している

家具や冷蔵庫などを固定し、転倒を防止している

特に対策はとっていない

58.9
56.7

33.5
34.2

36.0
33.4

24.3
26.2

13.5
24.2

大地震に備えてとっている対策（複数回答可）（単位：％）

平成19年
平成21年

　上の表は、内閣府が実施した「防災に関する特別世論調査」の結果（一部）です。
　平成19年と平成21年を比較すると、表の上から４項目には大きな変化はありませんでした。しかし、

「特に対策はとっていない」の回答率が 10.７％高くなりました。「災害は忘れたころにやってくる」と
言います。培い、高めた防災意識を、年月の経過とともに薄れないようにしましょう。

※調査対象　全国20歳以上の者　3,000人、有効回答数　1,944人（平成19年は1,757人）

■
彦
根
市
で
は
、
東
日
本
大

震
災
後
に
、
福
島
県
郡
山

市
の
避
難
所
に
市
職
員
を

派
遣
し
て
、
町
役
場
そ
の

も
の
が
避
難
し
て
い
る
富と

み

岡お
か

町ま
ち

の
支
援
を
し
て
い
ま

す
。
富
岡
町
は
、
福
島
第

一
原
発
か
ら
半
径
20
㎞
圏

内
に
あ
り
、
人
口
約
１
万

６
、
０
０
０
人
の
町
で
す
。

取り組もう　防災対策
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災
害
が
発
生
し
た
と
き
、

家
族
と
一
緒
に
い
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
普
段
か
ら

災
害
が
発
生
し
た
と
き
に

す
る
こ
と
や
連
絡
方
法
な

ど
を
、
家
族
と
話
し
合
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

独
り
暮
ら
し
の
人
は
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
助
け

合
え
る
人
や
、
連
絡
が
取

れ
る
人
を
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

防
災
対
策
を
下
の
項
目

で
確
認
し
た
り
、
平
成
19

年
に
全
戸
配
布
し
ま
し
た

「
市
民
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

で
確
認
し
た
り
し
ま
し
ょ

う
。「
市
民
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
お
持
ち
で
な
い
人

は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

災
害
時
の
役
割
分
担

□
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、
各
自

が
ど
の
よ
う
な
行
動
を
す
る
の
か

決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。（
火
の
元

の
チ
ェ
ッ
ク
、
情
報
収
集
、
戸
締
ま
り
、

避
難
誘
導
な
ど
）

□
高
齢
者
や
乳
幼
児
が
い
る
場
合
は
、

誰
が
助
け
に
い
く
の
か
な
ど
決
め
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

家
の
防
災
対
策

□
家
具
の
安
全
な
配
置
、
固
定
な
ど
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

□
通
路
や
出
入
口
に
物
を
置
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

□
消
火
器
や
救
急
箱
の
準
備
を
し
ま

し
ょ
う
。

□
家
の
内
外
に
危
険
な
場
所
は
な
い
か

チ
ェ
ッ
ク
し
、
改
善
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。（
修
理
や
補
強
）

避
難
場
所
、
避
難
経
路
の
確
認

□
最
寄
り
の
避
難
場
所
を
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

□
家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
と
き

の
集
合
場
所
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ

う
。（
集
合
場
所
の
第
２
、
第
３
候
補

も
決
め
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
）

□
避
難
場
所
ま
で
の
経
路
を
下
見
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

非
常
持
出
品
の
チ
ェ
ッ
ク

□
非
常
持
出
品
を
人
数
分
準
備
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。（
家
族
構
成
、
年
齢
な

ど
に
応
じ
て
、
必
要
な
も
の
を
準
備
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
）

□
非
常
持
出
品
の
使
用
期
限
や
賞
味
期

限
を
定
期
的
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

家
族
と
の
連
絡
方
法
の
確
認

□
家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
と
き

の
連
絡
方
法
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
普
段
使
っ
て
い
る
携
帯
電
話
や

電
子
メ
ー
ル
は
使
え
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。（
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
、

災
害
用
伝
言
板
、

貼
り
紙
な
ど
）

□
家
族
の
緊
急

連
絡
先
（
職

場
な
ど
の
連
絡

先
）
を
取
り

ま
と
め
、
携

帯
し
ま
し
ょ

う
。

防
災
技
術
の
習
得

□
消
火
器
の
使
用
方
法
、
応
急
手
当
の

方
法
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

□
地
域
で
開
催
さ
れ
る
防
災
訓
練
に
、

家
族
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　

７
月
24
日
に
テ
レ
ビ
は
「
ア
ナ
ロ
グ
放
送
」
が
終
了
し
、

「
デ
ジ
タ
ル
放
送
」
に
移
行
し
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
放
送
で
は
、

リ
モ
コ
ン
の
「
ｄ
ボ
タ
ン
」　

を
押
す
と
、
各
番
組
の
「
デ
ー

タ
放
送
」
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
で
は
、
下

の
写
真
の
と
お
り
、
気
象
情
報
や
、
芹
川•

犬
上
川
な
ど
の

河
川
の
水
位
情
報
と
い
っ
た
防
災
情
報
を
簡
単
に
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
は
各
家
庭
の
身
近
な
情
報
収
集
手
段
に
も
な
り
ま
す
。
災
害
時
の
情
報
収

集
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

  
災
害
へ
の
備
え

彦
根
市
災
害
対
策
基
金

　

彦
根
市
で
は
、
東
日
本
大
震

災
を
背
景
に
、
将
来
的
に
発
生

し
う
る
災
害
へ
の
備
え
と
し
て

「
彦
根
市
災
害
対
策
基
金
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

市
内
だ
け
で
な
く
、
市
外
で

災
害
が
発
生
し
た
場
合
も
、
被

災
者
の
救
助
や
復
興
支
援
の
た

め
に
活
用
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
ひ
こ
に
ゃ

ん
」
商
標
の
使
用
許き

ょ

諾だ
く

料
の
一

部
を「
彦
根
市
災
害
対
策
基
金
」

に
、
毎
年
度
、
計
画
的
に
積
み

立
て
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
寄

附
金
も
積
立
金
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

防災について話し合い、防災対策を実践しよう

寄附金の口座

【金融機関名】滋賀銀行彦根支店
【口座番号】普通預金 308030
【口座名義】彦根市災害対策基金

知りたい情報の
メニューを選択

■
河
川
情
報

　

主
要
な
河
川
の
水
位
情
報
だ
け
で
な

く
、
避
難
判
断
水
位
な
ど
の
情
報
も
表

示
さ
れ
ま
す
。

デ
ー
タ
放
送
か
ら
防
災
情
報
を
入
手
で
き
ま
す

■
気
象
情
報

　

警
報•

注
意
報
な
ど
が
表
示
さ
れ
ま

す
。

　
「
気
象
情
報
」「
河
川
水
位
・
避
難
所

情
報
」「
台
風
・
高
温
情
報
」
な
ど
知
り

た
い
メ
ニ
ュ
ー
を
選
択
し
て
、
決
定
ボ

タ
ン
を
押
す
と
、
情
報
が
表
示
さ
れ
ま

す
。

　

番
組
が
表
示
さ
れ
て
い
る
画
面
で
、

リ
モ
コ
ン
の
「
ｄ
ボ
タ
ン
」
を
押
す
と
、

デ
ー
タ
放
送
の
メ
ニ
ュ
ー
画
面
が
表
示

さ
れ
ま
す
。

※
右
の
写
真
の「
ｄ
ボ
タ
ン
」は
一
例
で

す
。
メ
ー
カ
ー
や
機
種
に
よ
り
、
位

置
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

d ボタン

気象情報河川情報
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は
肥
田
周
辺
を
支
配
し
た
肥
田
城
主
高

野
瀬
家
の
末ま

つ

裔え
い

だ
と
い
う
の
で
す
。

　

高
野
瀬
家
は
、
も
と
は
高
野
瀬
村
（
現

在
の
豊
郷
町
）
を
拠
点
と
し
、鎌
倉
時
代
の

隆
重
の
代
に
肥
田
城
を
築
き
、
代
々
肥
田

を
支
配
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
戦
国
末
期

の
天
正
２
年
（
１
５
７
４
）、織
田
信
長
に

仕
え
た
城
主
高
野
瀬
秀ひ

で

隆た
か

と
息
子
隆た

か

景か
げ

が
、
越
前
安あ

居ご

（
現
在
の
福
井
県
福
井
市
）

の
戦
い
で
自
害
し
、
信
長
の
家
臣
蜂は

ち

屋や

頼よ
り

隆た
か

、
つ
い
で
羽
柴
秀
吉
の
家
臣
長は

谷せ

川が
わ

秀ひ
で

一か
ず

が
肥
田
城
主
に
な
り
ま
し
た
。

  

当
時
の
肥
田
城
の
様
子
に
つ
い
て
、「
丹

波
屋
敷
」な
ど
現
在
も
残
る
字あ

ざ

名な

か
ら
、城

周
辺
に
城
主
一
族
と

家
臣
の
屋
敷
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
明
治
時
代
に

作
成
さ
れ
た
「
地ち

券け
ん

取と
り

調し
ら
べ

総そ
う

絵え

図ず

」
か
ら

は
、
肥
田
の
集
落
の

町
並
み
は
、
南
北
２

筋
、
東
西
１
筋
の
直

線
道
路
に
沿
っ
た
短

　
「
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
」(
重
要
文
化

財
）
に
は
、
彦
根
藩
士
の
略
歴
を
ま
と
め

た
「
貞

じ
ょ
う

享き
ょ
う

異い

譜ふ

」
と
呼
ば
れ
る
資
料
が
現

存
し
、
家
ご
と
に
出
自
や
歴
代
当
主
の
名

前
、
勤
め
た
役
職
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
高た

か

野の

瀬せ

喜
太
郎
家
の
記
述
を

も
と
に
、
肥
田
（
肥
田
町
）
の
戦
国
時
代

か
ら
江
戸
時
代
へ
の
移
り
変
わ
り
に
つ

い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
「
貞
享
異
譜
」
で
は
、高
野
瀬
家
の
出
自

を
、「
先
祖
筋
は
江
州
愛
知
郡
肥
田
の
城
主

高
野
瀬
備
前
守
隆た

か

重し
げ

の
子
孫
に
て
、
同
郡

肥
田
村
崇そ

う

徳と
く

寺じ

過
去
帳
に
委く

わ

し
く
こ
れ

あ
り
」
と
記
し
ま
す
。
つ
ま
り
高
野
瀬
家

彦
根
藩
士
高
野
瀬
家
と
肥
田
の
歴
史

▶
貞
享
異
譜
（
高
野
瀬
喜
太
郎
家
箇
所
。
五
行
目
に
「
肥
田
の
城
主
」
と
い
う

記
載
が
見
え
る
）【
重
要
文
化
財
「
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
」）
彦
根
城
博
物
館
蔵
】

冊
型
の
屋
敷
地
割
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
信
長
や
秀
吉
の
家
臣

が
城
下
を
整
備
し
た
際
の
特
徴
で
、
肥
田

城
と
そ
の
城
下
が
戦
国
末
期
に
整
備
さ

れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

そ
の
後
の
高
野
瀬
家
に
つ
い
て
、
崇
徳

寺
（
肥
田
町
）
に
現
存
す
る
高
野
瀬
家
の

系
図
に
は
、
隆
景
に
は
息
子
隆た

か

定さ
だ

が
お
り
、

肥
田
村
に
潜
ん
だ
と
あ
り
ま
す
。
同
じ
く

崇
徳
寺
に
現
存
し
、
貞
享
異
譜
に
も
記
さ

れ
た
同
寺
の
過
去
帳
に
よ
る
と
、
江
戸
時

代
に
も
同
村
に
高
野
瀬
（
過
去
帳
で
は

「
高
瀬
」）
姓
の
人
物
が
い
ま
し
た
。
貞
享

異
譜
に
記
さ
れ
た
彦
根
藩
士
高
野
瀬
家

の
人
物
は
系
図
や
過
去
帳
に
は
記
さ
れ

ま
せ
ん
が
、
高
野
瀬
一
族
は
絶
え
た
わ
け

で
は
な
く
、
貞
享
異
譜
に
記
さ
れ
る
と
お

り
、
一
族
の
中
か
ら
彦
根
藩
に
召
し
抱
え

ら
れ
た
者
が
い
た
可
能
性
は
高
い
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
そ
の
後
の
肥
田
城
は
、
長
谷
川

秀
一
死
後
に
廃
城
と
な
り
、
江
戸
時
代
に

城
跡
は
開
墾
さ
れ
て
新
田
と
な
り
ま
し

た
。
肥
田
の
城
と
城
下
は
農
村
集
落
へ
と

大
き
く
そ
の
姿
を
変
え
た
の
で
す
。

　

戦
国
時
代
、
全
国
に
無
数
の
城
が
築
か

れ
ま
し
た
が
、信
長
や
秀
吉
、徳
川
家
康
が

天
下
統
一
を
進
め
る
中
で
、
多
く
の
城
が

姿
を
消
し
ま
し
た
。
統
一
政
権
は
諸
大
名

の
城
下
に
家
臣
を
住
ま
わ
せ
て
軍
事
力
を

集
中
さ
せ
、
村
に
は
武
士
を
置
か
な
い
政

策
を
と
り
、
旧
城
に
い
た
武
士
は
仕
官
先

を
求
め
て
諸
大
名
の
城
下
に
移
る
か
、
帰

農
す
る
か
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。こ
こ
に
、武

士
が
城
下
町
に
住
み
、
村
に
は
農
民
な
ど

の
領
民
が
暮
ら
す
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
兵

農
分
離
制
が
確
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
江

戸
時
代
の
社
会
の
大
き
な
特
徴
で
、
肥
田

で
も
高
野
瀬
一
族
が
同
様
の
選
択
を
迫
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

肥
田
城
主
高
野
瀬
一
族
が
、
肥
田
を
離

れ
彦
根
藩
士
と
な
っ
た
歴
史
は
、
戦
国
時

代
か
ら
江
戸
時
代
へ
と
時
代
が
移
り
、
肥

田
の
城
と
城
下
が
肥
田
村
へ
と
大
き
く
姿

を
変
え
た
歴
史
と
表
裏
一
体
の
も
の
と
み

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

  （
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

藤
尾
隆
志
）

写
真
の
作
品
は
、シ
リ
ー
ズ
戦
国 

巻
の

５
「
肥
田
の
古
墳
・
城
・
村 

―
大
地
に
刻

ま
れ
た
記
憶
ー
」で
９
月
２
日
㈮
〜
同
27

日
㈫
（
期
間
中
無
休
）
ま
で
展
示
し
ま
す
。

　



9 広報ひこね　平成23年９月１日 8広報ひこね　平成23年９月１日　

　

市
制
が
施
行
さ
れ
た
昭
和
12
年
の
５
月
７

日
に
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
が
彦
根
市
を
訪
れ
、
県

立
盲
学
校
（
現
在
の
市
立
図
書
館
付
近
）
で
記
念

植
樹
を
し
た
後
、
彦
根
高
等
商
業
学
校
（
現
在

の
滋
賀
大
学
経
済
学
部
）
講
堂
で
身
体
障
害
者
に

対
す
る
理
解
と
協
力
を
求
め
る
記
念
講
演
を

行
い
、
多
く
の
聴
衆
に
深
い
感
銘
を
与
え
ま

し
た
。

　

障
害
福
祉
課
で
は
、
こ
の
史
実
に
ち
な

み
、
市
民
の
間
に
広
く
障
害
者
や
障
害
福
祉

に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
障
害
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
お
互
い
に
人
格

と
個
性
を
尊
重
し
支
え
合
う
「
共
生
社
会
」

の
実
現
を
目
指
し
て
「
障
害
者
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

９
月
25
日
㈰　

午
後
１
時
〜
同
４
時

20
分
（
開
場　

午
後
０
時
30
分
〜
）

場
所　

県
立
大
学
交
流
セ
ン
タ
ー（
八
坂
町
）

内
容第

１
部　

よ
し
ぶ
え
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト

第
２
部　

演
劇
「
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
～
ひ

び
き
合
う
も
の
た
ち
～
」

定
員　

６
０
０
人
（
事
前
申
込
不
要
）

定
員　

５
０
０
人（
申
込
者
多
数
の
場
合
抽
選
）

入
場
料　

無
料

申
込
期
限　

９
月
10
日
㈯
（
必
着
）

申
込
方
法　

は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
、参
加
希
望
者
全
員
の
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
と
「
75
周
年
記
念
式

典
参
加
申
込
み
」を
必
ず
書
い
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
か
ら
申

し
込
み
で
き
る
ほ
か
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
対
応

の
携
帯
電
話
か
ら
も
申
し
込
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼
当
選
発
表
は
、入
場
券
の
発
送
を
も
っ
て

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
は
１
枚

（
通
）で
２
人
ま
で
申
し
込
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

▼
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
を
行
い
ま
す
。

▼
参
加
者
に
は
、
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
☎
30-

６
１
０

０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
（
〒
５

２
２-

８
５
０
１　

元
町
４-

２
）、
Ｅ

メ
ー
ル: som

u@
m

a.city.hikone.
shiga.jp 

　
市
制
75
周
年
記
念
事
業
　
参
加
者
募
集

　

こ
れ
ま
で
か
ら
障
害
福
祉
に
関

す
る
共
通
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
湖
東
圏
域
で
共
有
す
る
社
会

資
源
を
活
用
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

定
住
自
立
圏
で
は
こ
れ
ら
の
他
、

新
た
に
次
の
２
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

発
達
障
害
者
の
総
合
的
支
援

　

発
達
障
害
（
※
１
）
の
あ
る
人
に

つ
い
て
は
、
日
常
生
活
や
社
会
生

活
が
し
や
す
く
な
る
よ
う
、
乳
幼

児
健
診
な
ど
で
、
で
き
る
限
り
早

期
に
発
見
し
、
乳
幼
児
期
、
学
齢

期
、
成
人
期
と
、
生
涯
を
通
じ
て
、

保
健
相
談
や
指
導
、
療
育
、
特
別

支
援
教
育
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
専

門
的
支
援
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、１
市
４
町
で
は
、専

門
的
な
相
談
支
援
の
実
施
に
つ
い

て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

　

彦
愛
犬
地
域
障
害
者
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
「
ス
テ
ッ
プ
あ
ッ
プ
21
」

で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
県
の
委

託
事
業
と
し
て
発
達
障
害
者
へ
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は

そ
の
充
実
に
向
け
て
当
圏
域
で
も

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

※
１　

自
閉
症
、ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症

候
群
な
ど
の
広
汎
性
発
達
障
害

や
学
習
障
害
、
注
意
欠
陥
多
動

性
障
害
な
ど
の
脳
機
能
の
障
害

行
動
障
害
の
あ
る
人
に
対
す

る
サ
ー
ビ
ス
体
制
充
実

　

彦
根
市
で
は
、
知
的
障
害
や
精

神
障
害
が
あ
り
、
行
動
障
害
（
※

２
）
の
あ
る
人
に
「
見
守
り
」
な
ど

の
支
援
を
行
い
、
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
や
す
く
す
る
行
動
障

害
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
（
ス
テ
ッ
プ
あ
ッ
プ
21
へ
委
託
）。

平
成
24
年
度
以
降
、
こ
の
事
業
を

当
圏
域
ま
で
拡
充
で
き
る
よ
う
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。

※
２　

自
分
や
他
人
を
傷
つ
け
る

湖
東
定
住
自
立
圏
（
彦
根
市
と
愛
荘
町
、
豊
郷
町
、
甲 

良

 

町
、
多
賀
町
と
の
広
域
連
携
）
の
具
体
的
な
取
り
組
み

行
動
、こ
だ
わ
り
行
動
、パ
ニ
ッ

ク
、
物
壊
し
、
過
食
な
ど
、
そ

の
場
の
状
況
に
そ
ぐ
わ
な
い
不

適
応
な
行
動
で
、
日
常
生
活
に

困
難
を
生
じ
る
も
の
。
適
切
な

働
き
か
け
で
軽
減
で
き
る
。

そ
の
他
の
取
り
組
み

　

こ
の
ほ
か
に
も
痰た

ん

吸
引
や
人
工

呼
吸
器
の
使
用
な
ど
常
に
医
療
的

ケ
ア
を
必
要
と
す
る
重
症
心
身
障

害
者
に
日
中
活
動
の
場
を
提
供
し
、

排は
い

泄せ
つ

や
食
事
、
着
替
え
な
ど
を
行

う
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
に
つ
い

て
協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

障
害
福
祉
課

☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
７
番

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
育
児

を
助
け
合
う
会
員
組
織
で
す
。
育

児
の
援
助
を
受
け
た
い
人
（
依
頼
会

員
）
と
行
い
た
い
人
（
提
供
会
員
）

が
、地
域
で
援
助
活
動
を
行
う
事
業

で
す
。
こ
の
事
業
は
、仕
事
と
育
児

を
両
立
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る

な
ど
、働
き
な
が
ら
子
育
て
を
す
る

人
と
子
ど
も
の
福
祉
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
１
日
か
ら
、こ
の
活
動
区
域

を
当
圏
域
に
拡
大
し
ま
し
た
。８
月

１
日
現
在
の
会
員
数
は
、依
頼
会
員

は
４
７
８
人
、提
供
会
員
は
１
７
４

人
で
す
。
ま
た
、４
月
１
日
か
ら
７

月
31
日
ま
で
の
活
動
実
績
は
、
６

３
７
件
で
す
。

◀
サ
リ
バ
ン
先
生（
右
）と
指
話
を
交
わ
す
幼
い
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー

◀
ス
テ
ッ
プ
あ
ッ
プ
21
（
豊
郷
町
）

▶
申
し
込
み

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　

彦
根
市
は
、昭
和
12
年
（
１
９
３
７
）
２

月
11
日
に
市
制
を
施
行
し
、平
成
24
年
２
月

11
日
に
市
制
施
行
75
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
れ
を
記
念
し
、市
制
施
行
75
周
年
記
念

式
典
を
開
催
し
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

10
月
５
日
㈬　

午
前
９
時
30
分
〜
正

午
（
受
付
開
始　

午
前
８
時
30
分
〜
）

場
所　

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ　

グ
ラ
ン
ド

ホ
ー
ル

内
容　

　

第
一
部　

記
念
表
彰　

ほ
か

　

第
二
部　

記
念
講
演　

　
　

講
師　

田
原　

総
一
朗
さ
ん

　
　

演
題
「
時
代
を
よ
む
」

市
制
施
行
75
周
年
記
念
式
典　

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー

来
彦
75
周
年

障
害
者
の
つ
ど
い

入
場
料　

無
料

そ
の
他　

▼
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
も

開
催
し
ま
す
。

▼
託
児
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。託
児
を
希
望

す
る
人
は
、９
月
16
日
㈮
ま
で
に

障
害
福

祉
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

障
害
福
祉
課
☎
27-

９

９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
７
番

福祉発 !  ひこねイキイキまつり
　
　福祉に焦点を当てた活動団体の紹介、自助
具の体験コーナー、模擬店、人形劇などを行
います。地域福祉に貢献された人を表彰する、
彦根市社会福祉大会も同時開催します。
日時　９月25日㈰　10：00 〜 15：30
場所　県立大学交流センター、交流の広場
問い合わせ先　彦根市社会福祉協議会
　☎ 22-2821、FAX22-2841

　

子
ど
も
が
病
気
の
と
き
に
、保
護

者
が
就
労
し
て
い
る
な
ど
で
、自
宅

で
の
保
育
が
困
難
な
場
合
、
病
院
・

保
育
所
な
ど
で
子
ど
も
を
一
時
的

に
保
育
す
る
事
業
で
す
。安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、

子
ど
も
の
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
５
月
に
は
、
高
島
市
・
草
津

市
を
視
察
し
、高
島
市
で
は
公
立
病

院
内
の
一
室
を
、草
津
市
で
は
開
業

医
の
２
階
を
改
修
し
、運
営
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
の
実
施
に
は
多
く
の

課
題
が
あ
り
ま
す
が
、課
題
解
決
に

向
け
て
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援

課
☎
23-

９
５
９
７
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
26-

１
７
６
８
番

ファミリー・サポート・センター
利用者の声

依頼会員：桑山さん（愛荘町）
　子どものことを細かく見てくださっ
て、ありがたかったです。おもちゃを
作って遊んでくださったり、犬と遊ん
だり、子どもも楽しかった様子でした。

提供会員：後藤さん（愛荘町）
　家に犬が３匹いたので、初日は、お
子さんも犬もビックリした様子でし
たが、２日目は慣れて大丈夫でした。
２日目は暑い日だったので、室内で過
ごしました。私の子どもは大きくなっ
て独立したり、家にいる子どもも高校
生なので、久しぶりに小さいお子さん
とふれあえて、とても楽しかったです。

障
害
者
（
児
）
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
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彦
根
市
で
は
、
彦
根
駅
東
土
地
区
画
整
理

事
業
地
内
の
保
留
地
の
購
入
者
を
募
集
し
ま

す
。

売
り
払
い
物
件　

左
表
の
と
お
り

　

湖
東
圏
域
公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
で
は
、
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ

ー
「
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
」
と
路
線

バ
ス
制
度
を
次
の
と
お
り
見
直
し

ま
す
。
こ
の
見
直
し
に
よ
り
、
無

駄
を
な
く
し
、
利
用
者
に
と
っ
て

使
い
や
す
い
公
共
交
通
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

交
通
対
策
課

☎
30-

６
１
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
１
７
番

路
線
バ
ス　
下
表
の
と
お
り

愛
の
り
タ
ク
シ
ー

▼
路
線
バ
ス
の
廃
止
、
減
便
の
区

間
へ
の
対
応

　
「
石
寺
線
」、「
新
海
浜
線
」、「
日

夏
線
」、「
河
瀬
東
・
豊
郷
線
」
の

路
線
を
延
伸
し
、
停
留
所
を
追
加

し
ま
す
。

▼
運
賃
を
値
下

　

げ
し
ま
す

　

利
用
し
や
す

い
よ
う
に
基
本

料
金
を
値
下
げ

し
、
ま
た
、
運
賃

区
分
を
わ
か
り

や
す
く
す
る
た

申
出
書
の
受
付

　

所
定
の
申
出
書
お
よ
び
誓
約
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
市
街
地
整
備
課
ま
で
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
郵
送
ま
た
は
電
話
に
よ
る
申
出

は
で
き
ま
せ
ん
。
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。

　
彦
根
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業
　

  

区
域
内
保
留
地
を
売
却
し
ま
す

　

保
留
地
と
は
、
土
地
区
画
整
理
事

業
に
よ
っ
て
新
た
に
生
み
出
し
た
土

地
で
す
。
そ
の
売
却
収
入
は
土
地
区

画
整
理
事
業
の
財
源
の
一
部
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
保
留
地
は
換
地
処
分
の
公

告
の
日
の
翌
日
ま
で
登
記
簿
が
作
成

さ
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
彦
根
市
で

保
留
地
権
利
登
録
台
帳
を
作
成
し
て

保
管
し
ま
す
の
で
、
金
融
機
関
か
ら

融
資
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

９
月
は

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で
す

　

彦
根
市
で
は
、
同
和
問
題
の
正
し
い
理
解

と
知
識
を
深
め
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
部
落

差
別
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解

消
に
向
け
て
行
動
で
き
る
よ
う
、
啓
発
行
事

を
行
い
ま
す
。

人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展

日
時　

９
月
１
日
㈭
〜
同
９
日
㈮　

午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
最
終
日
は
午
後

４
時
ま
で
）

場
所　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

内
容　　
差
別
は
ど
う
し
て
お
こ
る
の
で
し
ょ

う
か
？｢

部
落
差
別｣

を
通
し
て
、
人
権

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
政
策
課
☎
30-

６

１
１
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
７
７
番

じ
ん
け
ん
フ
ェ
ス
タ
し
が
２
０
１
１

日
時　

９
月
10
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後
４

時
30
分

場
所　

県
立
文
化
産
業
交
流
会
館
（
米
原
市
）

テ
ー
マ　

音
楽
と
人
権　

◆
日ひ

野の

皓て
る

正ま
さ

カ
ル
テ
ッ
ト
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

◆
ジ
ェ
リ
ー
ビ
ー
ン
ズ（
ポ
ッ
プ
ス
バ
ン
ド
）ト

ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー　

◆
啓
発
パ
ネ
ル
、人
権
関
連
団
体
ブ
ー
ス
、人

権
相
談
コ
ー
ナ
ー　

ほ
か　

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
（
参
加
費
は
無
料
）。

※
託
児
あ
り
（
要
事
前
申
込
）

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
施
策
推
進
課
☎
０

７
７-

５
２
８-

３
５
３
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０

７
７-

５
２
８-

４
８
５
２
番

日
時　

９
月
12
日
㈪
〜
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

※
予
定
価
格
（
最
低
売
却
価
格
）
以
上
の
買

受
け
金
額
を
提
示
し
た
人
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

※
書
類
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
受
付
で
き
ま

せ
ん
。

※
他
に
も
受
付
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
実
施
案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
出
書
お
よ
び
実
施
案
内
書
な
ど
の
配
布

日
時　

９
月
１
日
㈭
〜
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

配
布
場
所　

市
街
地
整
備
課
、
支
所
、
各

出
張
所

※
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

申
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
街
地
整
備
課

☎
30-

６
１
２
６
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
２
１

１
番

め
に
運
賃
を
統
一
し
ま
す
。

▼
回
数
券
を
発
行
し
ま
す

　

気
軽
に
、
お
得
に
ご
利
用
い
た

だ
く
た
め
に
、
湖
東
圏
域
共
通
で

現在の運賃区間 統一後運賃
400円、500円、
700 円区間   400 円

1,000 円区間   800 円

使
え
る
回
数
券
を
発
行
し
ま
す
。

販
売
額	

３
、
０
０
０
円

　
【
２
０
０
円
×
16
枚
（
３
、
２
０

０
円
相
当
）】

販
売
場
所 

近
江
タ
ク
シ
ー
㈱
本

社
営
業
所
、
愛
の
り
タ
ク
シ
ー

車
内
、

交
通
対
策
課
、
支
所
、

各
出
張
所
、
彦
根
市
立
病
院
、

友
仁
山
崎
病
院
、
彦
根
中
央
病

院
の
各
売
店

※

交
通
対
策
課
、
支
所
、
各
出

張
所
の
販
売
時
間
は
、
月
〜
金

曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
の
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

ご
利
用
の
注
意

　

予
約
後
に
利
用
を
中
止
す
る
場

合
は
、
必
ず
速
や
か
に
近
江
タ
ク

シ
ー
㈱
彦
根
営
業
所
（
☎
22-

０
１

０
６
番
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
「
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
」
は
、
近
く

の
停
留
所
か
ら
目
的
地
の
停
留
所

ま
で
運
行
し
ま
す
。
自
宅
ま
で
の

送
迎
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
ま
た
、愛
の
り
タ
ク
シ

ー
は
、
他
の
利
用
者
と
の
乗
り
合

い
や
、
予
約
に
応
じ
て
運
行
す
る

こ
と
で
、経
費
を
節
減
し
、運
行
路

線
の
維
持
を
図
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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意見公募手続制度結果のお知らせ

（仮称）彦根市暴力団排除条例（素案）

意見の件数　６件
　案の修正を行うもの１件
　案の修正を行わないもの５件
問い合わせ先　 まちづくり推進室
　☎ 30-6117、FAX22-1398

　

消
防
本
部
で
は
、
管
内(
彦
根
市
・
犬
上
郡)

で
平
成
23
年
１
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
に

発
生
し
た
火
災
・
救
助
・
救
急
事
故
の
状
況
を

統
計
に
ま
と
め
公
表
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
上
半
期
　

管
内
の
火
災
・
救
助
・
救
急
事

故
の
発
生
状
況

火
災
概
要

　

期
間
中
の
火
災
は
36
件
で
、
前
年
の
同
期
と

比
べ
２
件
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表
１
）。

火
災
の
内
訳
は
、「
建
物
火
災
」
が
19
件
と
、
全

火
災
の
53
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
他
は
、

車
両
火
災
３
件
、
そ
の
他
の
火
災
14
件
で
す
。

　

火
災
の
原
因
は
、「
放
火
」
が
10
件
で
第
１
位

と
な
っ
て
お
り
、
第
２
位
が
「
た
き
火
」
６
件
、

次
い
で
「
た
ば
こ
」、「
こ
ん
ろ
」
が
４
件
ず
つ

　

彦
根
市
で
は
、
来
庁
者
が
使
用
す
る

窓
口
封
筒
を
無
償
提
供
し
て
い
た
だ
け

る
事
業
者
（
無
償
提
供
者
）
を
募
集
し
ま

す
。

事
業
者
の
条
件　

窓
口
封
筒
に
広
告
を

掲
載
す
る
広
告
主
を
募
集
し
、
広
告

原
稿
の
事
前
確
認
や
広
告
主
と
の
調

整
を
行
う
な
ど
、
広
告
掲
載
に
か
か

る
一
連
の
業
務
を
行
い
、
彦
根
市
に

窓
口
封
筒
を
提
供
す
る
事
業
者
。

無
償
提
供
い
た
だ
く
封
筒
の
条
件

広
告
入
り
窓
口
封
筒　

来
庁
者
が
市
民

課
や
税
務
課
な
ど
で
交
付
を
受
け
た

各
種
証
明
書
な
ど
を
入
れ
て
持
ち
帰

る
た
め
の
封
筒

①
規
格
お
よ
び
製
作
予
定
枚
数

ア　

角
型
２
号
（
縦
３
３
２
㎜
×
横

２
４
０
㎜
）　

　

１
万
７
、
０
０
０
枚

イ　

角
型
６
号
（
縦
２
２
９
㎜
×
横

１
６
２
㎜
）

　

６
万
枚

②
広
告
掲
載
範
囲　

封
筒
の
表
面
積
お

よ
び
裏
面
積
の
そ
れ
ぞ
れ
３
分
の
１

③
掲
載
で
き
る
広
告
内
容　

広
告
主
の

業
種
、
広
告
内
容
は
、
彦
根
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
「
彦

根
市
広
告
入
り
窓
口
封
筒
無
償
提
供

取
扱
要
綱
」
と
「
彦
根
市
無
償
提
供

窓
口
封
筒
広
告
掲
載
基
準
」
を
遵
守

し
て
く
だ
さ
い
。

④
設
置
場
所　

市
役
所
庁
舎
（
市
民
課
、

広
告
入
り
窓
口
封
筒
の
無
償
提
供
者
を
募
集
し
ま
す

保
険
年
金
課
、
保
険
料
課
、
税
務
課
、
ま

ち
づ
く
り
推
進
室
）、
支
所
、
各
出
張
所

⑤
設
置
期
間　

平
成
24
年
２
月
１
日
㈬

か
ら
１
年
間

募
集
期
間　

９
月
14
日
㈬
～
同
30
日
㈮

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
と
祝
日
を
除
く
）

※
窓
口
封
筒
無
償
提
供
申
込
書
な
ど
を

郵
送
す
る
場
合
は
、
９
月
30
日
㈮
の

消
印
有
効

事
業
者
の
選
定　

選
定
委
員
会
を
設
置

し
、
提
出
書
類
を
審
査
し
、
要
綱
や
、

そ
の
他
別
に
定
め
る
要
件
に
合
致
す

る
か
ど
う
か
公
正
に
判
断
し
選
定
し

ま
す
。

そ
の
他　

詳
し
く
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
募
集
要

項
、
窓
口
封
筒
無
償
提
供
申
込
書
な

ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課

（
〒
５
２
２-

８
５
０
１
元
町
４-

２
）
☎

30-

６
１
１
１
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３

９
８
番

集
団
健
診
会
場
の
日
程

が
変
更
に
な
り
ま
し
た

　

７
月
20
日
に
肥
田
町
公
民
館

で
実
施
予
定
を
し
て
い
ま
し
た

集
団
健
康
診
査
は
、
台
風
の

影
響
に
よ
り
延
期
と
な
り
ま
し

た
。
代
替
日
が
次
の
と
お
り
決

ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

日
時　

９
月
16
日
㈮　

午
前
９

時
30
分
〜
同
11
時

場
所　

肥
田
町
公
民
館

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金

課
☎
30-

６
１
１
２
番
、Ｆ
Ａ

Ｘ
21-

２
２
２
０
番
、
健
康

推
進
課
☎
24-

０
８
１
６
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
８
７
０
番

～お知らせ～
危険物取扱者試験（乙種第４類）の予備
講習会
日時　10月２日㈰　9：00 ～ 17：00
場所　 消防本部 ( 西今町 )　定員　 72人( 先着順 ) 
受講料　5,000 円 ( テキスト代別、保安協会会員事業所

は 3,000 円 ) 
申込期間　９月５日㈪～同30日㈮　
　8：30～17：15（土・日曜日、祝日を除く）
申込・問い合わせ先　彦根防火保安協会事務局
　（ 消防本部予防課）☎ 22-0332、FAX22-9427

危険物取扱者試験
日時　10月30日㈰　14：00 〜　
場所　滋賀県立大学 ( 八坂町 )
願書受付期間　電子申請９月６日㈫～同13日㈫、書

面申請９月９日㈮～同16日㈮
申込・問い合わせ先　書面申請の場合は、各消防署

で配布している願書に必要事項を書いて、㈶消防
試験研究センター滋賀県支部 ( 〒 520-0806 大津
市打出浜 2-1 コラボしが 21) ☎ 077-525-2977、
FAX077-521-7904 まで郵送してください。

第
12
回　

議
場
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
ま
す

　

平
成
23
年
９
月
定
例
会
の

開
会
日
に
、
議
場
に
お
い
て
、

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、当
日
は
、午
前
９
時

か
ら
、
平
成
23
年
９
月
定
例

会
の
本
会
議
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
傍

聴
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
５
日
㈪

　

午
後
１
時
〜

場
所　

彦
根
市
議
会
議
場

（
市
役
所
５
階
）

出
演
者　

ハ
ピ
ネ
ス
ハ
ー
モ

ニ
カ
ク
ラ
ブ

内
容　

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏

曲
目　

童
謡
、
叙
情
歌
、
懐

メ
ロ
な
ど

そ
の
他　

入
場
は
無
料
で
す
。

当
日
、
議
場
に
直
接
お
越

し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

議
会
事

務
局
☎
30-

６
１
３
０
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

０
９
０
６

番

と
な
っ
て
い
ま
す
。｢

放
火｣

が
原
因
の
火
災
は

全
火
災
の
28
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

救
助
・
救
急
概
要　
　
　
　

　

救
助
出
場
件
数
は
25
件
、
救
助
隊
が
活
動
し

た
件
数
は
７
件
で
す
（
表
２
）。
内
訳
は
、「
交
通

事
故
」
が
19
件
で
全
救
助
出
場
件
数
の
76
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

救
急
出
場
件
数
は
２
、６
４
６
件
で
、前
年
同

期
に
比
べ
る
と
３
２
８
件
増
加
と
な
っ
て
い
ま

す
（
表
３
）。
こ
れ
は
、
１
日
平
均
約
15
件
救
急

車
が
出
場
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、救
急

車
に
よ
り
搬
送
さ
れ
た
人
は
２
、４
７
６
人
で
、

前
年
同
期
に
比
べ
２
７
０
人
増
加
し
て
い
ま
す
。
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障害者雇用推進事業所を表彰します

　彦根市と彦根商工会議所・稲枝商工会では、社会に
おける障害者雇用の理解を広め、障害者雇用の促進と
就労の安定を図るため、障害者雇用に理解と熱意のあ
る事業所を表彰します。
対象　彦根地域（彦根商工会議所と稲枝商工会の地区）の

事業所で、次の４つの基準のいずれかに該当する事
業所。

　　ただし、重度障害者多数雇用事業所や就労継続支
援事業を行う障害福祉サービス事業所などは除きま
す。障害者の法定雇用率の対象となる事業所は、法
定雇用率を達成していなくてはなりません。
❶障害者雇用に理解と熱意があり、積極的に障害者雇

用を推進していること
❷職場実習や委託訓練などを積極的に受け入れるな

ど、障害者雇用施策に協力していること
❸きめ細やかな職務配置、職場改善などを行い、職場

定着に積極的に努力していること
❹その他、特に障害者雇用と障害者の福祉に貢献して

いると認められること
応募方法　障害者雇用に関わる団体の長による推薦、

または事業所による自薦応募とします。 商工課、
彦根商工会議所（中央町）、稲枝商工会（稲部町）にあ
る、推薦調書・応募用紙を、 商工課に提出してく
ださい。推薦調書・応募用紙は、彦根市ホームペー
ジからもダウンロードできます。　

応募締切日　９月16日㈮
その他　11 月中旬に表彰式を行います。
　　表彰を受けた事業所は、広報ひこねや彦根市ホー

ムページで公表します。
問い合わせ先　 商工課☎30-6119、FAX24-9676

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断

を
行
っ
て
い
ま
す

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
を
対
象
に
、

住
ん
で
い
る
住
宅
が
、
地
震
に
対

し
て
安
全
か
ど
う
か
、
耐
震
性
を

確
認
で
き
ま
す
。
派
遣
さ
れ
た
耐

震
診
断
員
が
無
料
で
診
断
し
ま
す
。

40
棟
先
着
順
で
す
。

　

条
件
な
ど
詳
し
く
は
、
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

建
築
指
導
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

決
ま
り
ま
し
た

彦
根
市
農
業
委
員

　

今
年
７
月
の
改
選
に
よ
っ
て
、

左
の
表
の
皆
さ
ん
が
、
第
21
期
彦

根
市
農
業
委
員
に
決
ま
り
、
会
長

に
は
田
口
源
太
郎
委
員
が
就
任
さ

れ
ま
し
た
。
彦
根
市
農
業
委
員
の

皆
さ
ん
は
左
表
の
区
域
の
農
地
転

用
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
業
委
員
会

事
務
局
☎
30-

６
１
３
３
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

９
６
７
６
番

問
い
合
わ
せ
先
　

建
築
指
導
課

☎
30-

６
１
２
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
１
７
番

屋
外
広
告
物
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す

　

国
土
交
通
省
で
は
、
９
月
１
日

㈭
か
ら
同
10
日
㈯
を
「
屋
外
広
告

物
適
正
化
旬
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
も
、
屋
外
広
告
物
法
お

よ
び
同
法
に
基
づ
く
条
例
の
普
及

啓
発
、
屋
外
広
告
物
の
簡
易
除
却

や
違
反
広
告
物
対
策
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

屋
外
広
告
物
と
は　

文
字
、

イ
ラ
ス
ト
、
写
真
お
よ
び

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
な
ど
を

常
時
ま
た
は
一
定
期
間
継

続
し
て
屋
外
で
公
衆
に
対

し
て
表
示
さ
れ
る
も
の
を

指
し
ま
す
。
営
利
を
目
的

と
す
る
も
の
に
限
り
ま
せ

ん
。

実
施
内
容　

期
間
中
に
、
次

の
①
～
③
を
実
施
し
ま
す
。

①
屋
外
広
告
物
法
お
よ
び
同

法
に
基
づ
く
条
例
の
普
及

啓
発

②
道
路
上
な
ど
に
掲

　

出
さ
れ
た
違
反
広

　

告
物
（
は
り
紙
、
は

　

り
札
、
広
告
旗
、
立

　

看
板
な
ど
）
の
簡
易

　

除
却

③
違
反
広
告
物
是
正

　

の
取
り
組
み

規
制
の
概
要　

屋
外

　

広
告
物
を
表
示
ま

　

た
は
掲
出
す
る
場

　

合
、
下
表
の
と
お

　

り
規
制
地
域
お
よ

　

び
広
告
の
種
類
に

　

よ
っ
て
許
可
を
受

　

け
る
必
要
が
あ
り

　

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計
画
課

景
観
・
ま
ち
な
み
保
全
室
☎
30-

６
１
２
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８

５
１
７
番

国
民
年
金
保
険
料
　
一
部
免
除

の
承
認
を
受
け
た
人
へ

　

国
民
年
金
保
険
料
の
一
部
免
除

（
４
分
の
１
免
除
、
半
額
免
除
、
４
分
の

３
免
除
）
が
承
認
さ
れ
た
人
は
、残
り

の
一
部
保
険
料
を
納
付
し
な
い
と
未

納
期
間
と
同
じ
取
り
扱
い
と
な
り
、

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に

必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ケ
ガ
や
病
気
で
万
が
一
の
こ

と
が
あ
っ
て
も
、
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
時
効
は
該
当
納
付
月
の
納

付
期
限
（
翌
月
末
）
か
ら
２
年
と
な

っ
て
お
り
、
２
年
を
経
過
す
る
と
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
納
付
書
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、

彦
根
年
金
事
務
所
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務
所

国
民
年
金
課
（
外
町
）
☎
23-

１
１

１
４
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
０
３
８
番

滋
賀
農
政
事
務
所
地
域

第
二
課
等
が
再
編
さ
れ
ま
す

　

農
林
水
産
省
の
組
織
再
編
に
よ

り
、
彦
根
市
の
農
政
関
係
事
務
を
担

当
し
て
き
た
滋
賀
農
政
事
務
所
地
域

第
二
課
（
米
原
市
）
お
よ
び
東
近
江

統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー
（
東
近
江
市
）

が
、
９
月
１
日
㈭
か
ら
東
近
江
地
域

セ
ン
タ
ー
（
東
近
江
市
）
に
再
編
さ

れ
ま
す
。
新
た
に
設
置
さ
れ
る
東
近

江
地
域
セ
ン
タ
ー
で
は
、
戸
別
所
得

補
償
制
度
な
ど
の
農
業
経
営
の
安
定

や
、
食
の
安
全
・
安
心
確
保
な
ど
の

業
務
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

近
畿
農
政
局
東

近
江
地
域
セ
ン
タ
ー
☎
０
７
４
８

-

23-

３
８
４
１
番
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〈内容〉　認知症を正しく理解し、認知症の人や家族にあた
たかい地域づくりを進めるための認知症サポーターを養
成する講座（出前講座）で講師役をしていただく「キャラ
バン・メイト」の養成研修会です。　〈日時〉10月25日
㈫　9：30 ～ 16：30　〈場所〉福祉保健センター２階集
団指導室　〈定員〉10 人〈申込期間〉９月１日㈭〜同22
日㈭　〈申込・問い合わせ先〉電話かファクスまたは、直
接、 介護福祉課☎ 23-9660、FAX26-1768 にお越
しください。

〈内容〉ミシガン州友好親善使節団が、11月に滋賀県を
訪れます。使節団のうち、彦根市の姉妹都市であるアナ
ーバー市から訪問する団員に、ホームステイを提供して
いただく家庭を募集します。　〈ホームステイ受入期間〉
11月11日㈮〜同16日㈬（５泊６日）〈応募条件〉次の４
つの条件を満たすことができる家庭　①滞在者に個室
を提供していただけること　②滞在中の食事を提供し
ていただけること　③集合場所までの送迎をしていた
だけること　④ボランティアで受け入れていただける
こと　〈募集ホストファミリー数〉
２家庭　※団員は３人 ( 全て女性 )
ですが、このうち２人は姉妹のた
め、同じ家庭でのホームステイを希
望しています。〈申込期限〉９月10
日㈯　〈申込・問い合わせ先〉彦根
市国際協会事務局（ 国際交流サ
ロン）☎ 22-1411（内線 590）

〈内容〉今年度新成人となるあなた、平成24年１月８日
㈰にひこね市文化プラザで開催される「新成人のつど
い」の企画・運営をしてみませんか。　〈活動内容〉実行
委員会に参加して祝賀記念交歓会の内容の企画や、当日
の運営をしていただきます。 〈活動日〉10月から当日ま
でに６回程度実行委員会を開催〈申込資格〉今年度新成
人となる人（平成３年４月２日〜平成４年４月１日に生まれ
た人）で活動意欲のある人　〈申込期限〉９月15日㈭　

〈申込方法・問い合わせ先〉電話かファクスで、 教育
委員会生涯学習課☎ 24-7971、FAX23-9190

 
〈内容〉人権（愛・思いやりなど）に関わる歌を通して人権
尊重の大切さを考えていただくために、人権に関わる歌
を歌っていただける出演者を募集します。 〈日時〉12月
４日㈰　10：00 〜　〈場所〉滋賀県立文化産業交流会館
小劇場（米原市）　〈対象〉県内に在住、または在勤、在学
の人　〈定員〉20組　〈出演料〉無料　〈申込期限〉９月30
日㈮　〈申込方法・問い合わせ先〉（公財）滋賀県人権センタ
ーにある申込書に必要事項を書いて、同センター人権啓
発担当☎ 077-522-8253、FAX077-522-8289 へ

〈テーマ〉　中秋の名月を楽しむために　〈日時〉９月９日㈮
19：00 ～ 21：30　（悪天候の場合は、予備日の９月10日
㈯に開催　※予備日も悪天候の場合は中止）　〈場所〉子ども
センター（日夏町）　〈参加料〉１人 300円　〈申込・問い合
わせ先〉直接、 子どもセンター☎ 28-3645、FAX28-
3646 へ

〈内容〉親子で手遊び、歌遊びなど保育士と一緒に遊び
ましょう。　〈日時〉９月16日㈮　１回目 10：00〜10：
40（０歳児）、２回目 10：50〜11：30（１歳児）　

〈場所〉子どもセンター（日夏町）　〈対象〉０、１歳の子ど
もとその保護者　〈定員〉各25組（先着順）　〈参加費〉無
料　〈申込期間〉９月５日㈪〜同14日㈬　〈申込方法〉電
話か直接、子どもセンター窓口へ。〈問い合わせ先〉 子
ども未来室☎ 28-1580、FAX28-3646

〈内容〉秋になると南国へ帰っていく渡り鳥や、周辺の植
物を、佐和山山頂で観察します。※天候により中止にな
ることがあります。　〈日時〉9月23日（金・祝）9：00 〜 12：
00　〈場所〉佐和山　※東山観光駐車場（龍

りょう

潭
たん

寺
じ

前）に 8：
50までに集合してください。　〈参加費〉100円　〈持ち
物〉水筒、（あれば）双眼鏡など　〈申込開始日〉９月１日
㈭　〈申込・問い合わせ先〉快適環境づくりをすすめる会
事務局（ 生活環境課内）☎ 30-6116、FAX27-0395

〈内容〉在宅の高齢者や障害者の増加などに対応した介
護サービスを提供するために必要な知識、技術、心構
えを習得することを目的にした訪問介護員（ホームヘル
パー）２級の養成研修です。　〈日時〉10月４日㈫〜平
成24年１月末までの期間中に22日間　〈場所〉彦愛犬
地域障害者生活支援センターステップあップ 21（豊郷
町）　〈受講料〉７万円（受講料、テキスト代、実習費込み）

〈申込期間〉9月１日㈭〜同26日㈪　〈申込・問い合わせ
先〉社会福祉法人とよさと訪問介護員養成研修事務局

（ステップあップ 21 内）☎ 35-0333、FAX35-2123

〈日時〉10月15日㈯　9：00 〜 15：30　〈場所〉庄堺公
園多目的広場（開出今町）※雨天のときはブリヂストン彦
根工場体育館　〈対象〉市内在住の身体障害者、知的障害
者、精神障害者　〈競技種目〉60ｍ走、パン食いレース
など（誰もが楽しむことができる競技内容です）〈参加費〉無
料（昼食は主催者が用意します）〈申込期限〉9月26日㈪　

〈申込方法・問い合わせ先〉 障害福祉課にある参加申込
書に必要事項を記入し、直接窓口で申し込むか、郵送、
ファクス、Ｅメールで同課（〒 522-0041 平田町 594
障害者福祉センター内）☎ 27-9981、FAX26-1767、
Ｅメール：shogaifukushi@ma.city.hikone.shiga.jp

〈内容〉親子や友達で、調理実習を楽しみながら、手作り
のよさや食生活の大切さを学びます。〈日時〉10月１日
〜同15日の毎週土曜日（全3回）　10：00〜12：00　〈場
所〉平田小学校　〈対象〉手作りおやつに興味ある小学生
以上の人（小学２年生以下は保護者同伴）　〈定員〉20人（申
込多数の場合は抽選）〈受講料〉600円（中学生以下は無料）　
※材料費 900円と保険料 100円が別途必要　〈申込期
限〉９月９日㈮ ※最終日の消印有効　〈申込方法・問い合
わせ先〉往復はがきの往信の裏面に、住所、氏名、ふりが
な、年齢、電話番号、希望講座を、返信の表面に郵便番号、
住所、氏名を書いて、 教育委員会生涯学習課（〒 522-
0001 尾末町 1-38）☎ 24-7971、FAX23-9190

〈日時〉10月15日㈯　10：00 〜　〈クラス・定員〉年
齢、級・段に応じた６クラス、合計160人（アマチュアに
限ります）〈競技形式〉 各クラスごと３〜４人程度のリー
グ戦を行い、勝ち抜け者による決勝トーナメントを行い
ます。　〈場所〉彦根商工会議所４階大会議室　〈参加費〉
高校生以上 1,000 円、小中学生500円　〈申込期限〉
９月30日㈮（必着）　〈申込・問い合わせ先〉はがきに住
所、氏名、電話番号、年齢（学生の場合は学校名、学年）、
参加クラスを書いて 教育委員会文化振興室（〒 522-
0055 野瀬町 187-4）☎ 23-7810、FAX21-3080 へ 

〈内容〉　鳥居本地区の森林で杉やヒノキの枝打ち体験や自
然観察、木工製品を作ります。　〈日時〉10月16日㈰　
10：00 ～ 15：00　〈場所〉鳥居本地区公民館および鳥
居本地区森林　〈対象〉市内小学５・６年生〈定員〉25 人

（申込多数の場合抽選）　〈参加料〉500円〈持ち物〉昼食、飲
み物、雨具　〈申込期間〉 ９月１日㈭〜同30日㈮〈申込方
法・問い合わせ先〉はがきに住所、氏名、電話番号、学校
名、学年を書いて、 農林水産課☎ 30-6118、FAX24-
9676 へ

〈内容〉 80歳になっても 20本の歯を残そうという
「8020（はちまる にーまる）運動」を推進するためのコ
ンクールです。審査日に、問診・歯科検診を行い、結果
を発表します。　〈応募資格〉 満70歳以上の健康でよい
歯を持つ人　〈審査・表彰式日時〉　10月16日㈰　〈場所〉 
㈳滋賀県歯科医師会口腔

くう

衛生センター（草津市）〈申込期
間〉 9月５日㈪〜同22日㈭   〈その他〉当日は、健康に関
する講演会も行われます。　〈申込方法〉各歯科医院、

健康推進課、彦根保健所（和田町）、老人クラブ連合会
（開出今町）にある応募用紙に、必要事項を書いて、㈳滋
賀県歯科医師会口腔衛生センターに申し込んでくださ
い。  〈問い合わせ先〉㈳滋賀県歯科医師会口腔衛生セン
ター☎ 077-564-6692（FAX 共用）

〈協賛事業になる利点〉①彦根市・彦根市教育委員会の
後援名義が使用できます。　②広報ひこね、文化祭ポス
ターなどによるＰＲができます。〈対象事業〉平成24年
４月１日㈰〜７月１日㈰の間に開催される展示、発表
など〈対象団体〉文化芸術団体、社会教育関係団体、ま
たはこれらに準ずる団体で、過去に市内外で展示、発
表などの活動実績がある団体　〈応募するときの注意〉　　
使用する施設の使用許可書か、使用申込書の写しが必要
です。　※詳細は、募集要項で必ず確認してください。

〈申込書・募集要項配布場所〉ひこね市文化プラザ、市民
会館１階、市役所１階総合案内、支所、各出張所、各地区
公民館、高宮地域文化センター、みずほ文化センター、
市民体育センターなど　〈申込期間〉　　9月30日㈮〜 11
月１日㈫　〈申込・問い合わせ先〉　 教育委員会文化振興
室☎ 23-7810、FAX21-3080

〈日時〉11月５日㈯・同６日㈰の 10：00 〜 16：00　
〈場所〉滋賀大学経済学部グラウンド、体育館。雨天時は
体育館のみ　〈出店料〉１ブース700円。両日参加の人
は１ブース500円。　〈募集区画数〉各日100区画（屋
内50ブース、屋外50ブース）※先着順　〈申込期限〉 ９月
30日㈮　〈申込・問い合わせ先〉電話で滋賀大学学園祭
実行委員会☎ 27-1137。※電話での申込・問い合わせ
は、９月９日㈮までの 10：00 〜 16：00。滋大祭ホ
ームページ http://shidaisai.jimdo.com/ からも申し込む
ことができます。

　「新成人のつどい」実行委員

　ミシガン州友好親善使節団　ホストファミリー

　子育て講座　親子で遊びましょう

　キャラバン・メイト養成研修会

　障害者スポーツカーニバル

　市制施行75周年記念事業　直弼杯将棋大会　

　第43回　よい歯の健康老人コンクール

　森林体験学習

　滋賀大学学園祭　フリーマーケット

　子どもセンター　星空教室

　人権ラブソングフェスティバル出演者

　訪問介護員（ホームヘルパー）２級養成研修

　自然観察会「タカのわたり」

　教室開放事業　ビストロファミリー講座 　平成24年度彦根市春の文化祭協賛事業　

「えこリーダー」プレ協議会
（意見交換会）の参加者を募集します

　環境問題に関心を寄せる市民の輪を広げ、より
良い環境と持続可能な地域社会を築くため、「え
こリーダー（環境推進員）」制度を始めます。
　この制度は、水環境や廃棄物、自然環境や地球
温暖化など、さまざまな環境問題に関心のある人
に、地域の環境学習や啓発活動のリーダーとして
活躍していただくものです。今回開催するプレ協
議会では、皆さんと意見を交わしながら、より良
い制度にしていきたいと考えています。
　環境問題や「えこリーダー」に関心のある人の
ご参加をお待ちしています。
日時　10月１日㈯　10:00 ～　
場所　大学サテライト・プラザ彦根（アル・プラ

ザ彦根６階）
申込期限　９月28日㈬
問い合わせ先　 生活環境課☎ 30-6116、

FAX27-0395
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　日本にもブラジルにもある食材で、日本での食べ方
に驚いたものがいくつかあります。そういった違いや
ブラジルの食生活にまつわるあれこれを紹介してい
きたいと思います。
　最初に驚いたのは、初めて回転寿司へ行ったときに
食べたえびアボカドの寿司でした。周囲に話を聞く
と、日本ではアボカドはサラダや和え物などに使われ
ているとのこと。
　アボカドをデザートとして食べてきた私にとって
は日本の食べ方は不思議であると同時に新しい発見
でもあります。

　ブラジルでは、アボカドを一口サイズに切り、それ
にレモンと砂糖を混ぜ合わせたものをかけて食べた
り、牛乳と砂糖と混ぜてジュースにしたりするところ
もあります。
　ただ、大きさが違うので食べ過ぎには気をつけない
と…直径 12、13㎝ほどのものが通常の大きさで、重
さは 500g から 1.5kg のものもあります。

【彦根市国際交流員　平田エジナ】み
ず
ほ
文
化
セ
ン
タ
ー

ア
ジ
ア
の
音
風
景

篠し
の

笛ぶ
え

と
古こ

箏そ
う

の

ｊ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ

コ
ン
サ
ー
ト

　

日
本
の
篠
笛
と
中
国
の
古

箏
、
個
性
的
な
二
つ
の
楽
器

の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
生
か
し
、

伝
統
音
楽
に
新
し
い
命
を
吹

き
込
む
、
第
１
級
の
ア
ジ
ア

音
楽
。
日
本
の
古
典
曲
・
叙

情
歌
と
モ
ン
ゴ
ル
民
謡
・
中

国
の
有
名
曲
、
そ
し
て
二
人

の
創
作
曲
を
演
奏
し
ま
す
。

日
時　

10
月
16
日
㈰　

午
後

２
時
開
演
（
午
後
１
時
30
分

開
場
）

入
場
料　

前
売
り
１
、０
０

０
円
、
当
日
１
、２
０
０
円

（
全
席
自
由
）

販
売
所　

み
ず
ほ
文
化
セ
ン

タ
ー
、
ひ
こ
ね
市
文
化
プ

ラ
ザ
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
、

平
和
堂
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
彦

根
く
ら
し
の
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
、
ビ
バ
シ
テ
ィ
平

和
堂
く
ら
し
の
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

み
ず
ほ
文

化
セ
ン
タ
ー
☎
43-

８
１

１
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
43-

８

１
１
２
番

◀
店
頭
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
ア
ボ
カ
ド

　
（
手
前
）

ご当地グルメ「ひこね丼」選手権　レシピ募集　締め切り迫る！
「これぞ“ひこね丼”！」のアイデアをお待ちしています。応募期限は９月９日㈮。
詳しくは彦根市ホームページをご覧ください。問い合わせ先　 商工課☎ 30-6119、FAX24-9676
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日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【９月後半】

２0 日㈫

２1 日㈬

２7 日㈫

２8 日㈬

２9 日㈭

30 日㈮

平 田 町 大 沢 高 岸 Ｂ 公 園
西 今 町 松 田 団 地
西 今 町 伊 庭 団 地
若 葉 小 学 校 東 門
稲 里 町 公 民 館
稲 枝 地 区 公 民 館
稲 　 枝 　 駅 　 前
千 鳥 ヶ 丘 会 館 横
岡 町 東 光 寺 前
平 田 町 明 照 寺 前
大 藪 町 農 業 倉 庫
下 後 三 条 説 教 場
中 藪 一 丁 目 白 山 神 社
新 海 町 公 民 館
田 附 町 公 民 館
本 庄 町 公 民 館
普 光 寺 町（ 東 ノ 辻 広 場 ）
彦 富 町 公 民 館
金 沢 町 公 民 館
港　 屋　 駐　 車　 場　 東

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１３：１５
１４：００
１４：５０
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１１：００
１３：１０
１４：００
１４：５０ 

１5 日㈭
清 崎 町 浄 宗 寺
亀 山 ニ ュ ー タ ウ ン
日夏ニュータウン第２期集会所前

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１6 日㈮
開 出 今 菅 原 神 社
蔵 の 町 団 地 中 央
開 出 今 第 ２ 団 地（ 市 立 病 院 前 ）

１３：２０
１４：１０
１５：００

図書館休館日
（９月後半）

９月19日（月・祝）、22日㈭、
23日（金・祝）、26日㈪

※臨時の収集は、早めにお申し込みください。
（臨時の収集は、原則として毎週火・金曜日
に実施します）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前
後することがありますが、ご了承ください。

９月後半

15日㈭

16日㈮

20日㈫

21日㈬

22日㈭
26日㈪
27日㈫
28日㈬
29日㈭
30日㈮

大堀、日夏、太堂、千尋、稲枝（西）、肥田（西肥田を除く）、上稲葉、
下稲葉、本庄、普光寺、薩摩、金沢（金沢団地）
東沼波、日夏、大堀、楡、安食中、稲枝（東）、稲部（稲部東）、
肥田（西肥田）、甲崎、野良田、新海、南三ツ谷
日夏、西沼波（本郷、住宅）、河瀬地区、稲部（稲部）、柳川、上西川、
下西川、稲里、彦富（笹田団地）、稲部（稲部南）、肥田（西肥田）
鳥居本地区、錦（第２・３部）、河原一丁目、河原二丁目、河原
三丁目、高宮地区
鳥居本地区、高宮地区
鳥居本地区、高宮地区
古沢、松原（四ッ川を除く）、高宮地区、河瀬地区
高宮地区、河瀬地区
河瀬地区
河瀬地区
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速は
や

水み

咲さ

那な

ち
ゃ
ん

（
本
町
一
丁
目
）

前ま
え

川か
わ

蒼あ
お

人と

ち
ゃ
ん

（
本
町
三
丁
目
）

藤ふ
じ

原わ
ら

笑え

麻ま

ち
ゃ
ん

（
芹
川
町
）

ひこね元気計画21
推進中！
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人口と世帯数
　　　　　　平成23年８月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

１１２,２９９人　　（−４７）
５５,４５５人　　（＋　８）
５６,８４４人　　（−５５）

４３,８８５世帯　　（−２７）

表
紙
の
写
真

　

生
活
環
境
課
で
は
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
と
し
て
、
市
役

所
庁
舎
玄
関
横
に
ゴ
ー
ヤ
を
植

え
て
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

６
月
初
旬
に
育
て
始
め
た

ゴ
ー
ヤ
も
２
か
月
以
上
た
っ
た

現
在
、
２
階
付
近
ま
で
成
長
し

て
い
ま
す
。植
え
た
付
近
で
は
、

照
り
つ
け
る
日
差
し
を
遮
り
、

ま
さ
に
、「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
と

し
て
大
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
環
境
課
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
実
施
し
て
い
る
緑

の
カ
ー
テ
ン
を
表
彰
す
る
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
し
て
お
り
、
10

月
の
市
民
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

表
彰
す
る
予
定
で
す
。　

第
60
回
彦
根
市
美
術
展
覧
会

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
〜
美
術
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
〜

　

市
展
で
は
、彦
根
市
お
よ
び
近
隣
市
町
の
皆

さ
ん
か
ら
公
募
し
た
作
品
の
中
か
ら
、審
査
を

経
た
力
作
を
多
数
展
示
し
ま
す
。
な
お
、併
せ

て
審
査
員
、
委
員
、
委
嘱
の
各
作
品
や
無
鑑
査

作
品
も
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、「
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
〜
美
術
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
〜
」と

し
、
期
間
中
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。
芸
術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し

い
、
美
術
品
の
数
々
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

会
期　

９
月
19
日

(月・祝)
〜
同
25
日
㈰　

　

※
９
月
20
日
㈫
は
休
館

開
場
時
間　

各
日
と
も
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
６
時
（
９
月
25
日
㈰
は
午
後
５
時
ま
で
）

会
場　

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ　

グ
ラ
ン
ド
ホ

ー
ル
棟
（
第
１
・
第
２
リ
ハ
ー
サ
ル
室
）、
メ

ッ
セ
ホ
ー
ル
棟

展
示
部
門　

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、 

美
術
工

芸
、
書
、
写
真

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト　

　

日
時　

９
月
19
日

(月・祝)　

午
後
２
時
〜

会
場
コ
ン
サ
ー
ト　
　

　

日
時　

９
月
23
日

(金・祝)　

午
後
２
時
〜

表
彰
式
・
作
品
講
評
会　

　

日
時　

９
月
24
日
㈯　

午
前
９
時
10
分
〜

※
表
彰
式
の
前
に
ウ
エ
ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文
化
振
興
室

☎
23-

７
８
１
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０

番

　玄宮園から眺める彦根城天守と名月は格別の美しさを誇ります。月を愛
め

で、虫の音に耳を
傾けてゆったりとした時の流れを味わってください。
期間　９月１日㈭～同30日㈮　18：30 ～ 21：00（入場は 20：30 まで）
場所　玄宮園（金亀町）　　入場料　大人 500 円、小・中学生 200 円
※昼間の彦根城・玄宮園の観覧券では入場できません。※市民無料観覧券は使用できません。
問い合わせ先　彦根観光協会☎ 23-0001

玄宮園で虫の
音を聞く会
（夜間特別公開）


